
福島第⼀原⼦⼒発電所 増設多核種除去設備
排⽔サンプ１シンク下部からの漏えいについて

【概要】
●本⽇（7⽉29⽇）午前11時9分頃、増設多核種除去設備のサンプ１シンク下部から⽔が漏えい
していることを当社社員が発⾒しました。漏えいした⽔は堰内の養⽣シート内に留まっていま
す。
●その後、午前11時40分、滴下を監視中に、滴下が停⽌したことを確認しました。
●漏えい範囲は、約1ｍ×2ｍ×深さ約1mmです。
●漏えい⽔のサンプリングを実施し結果、全β放射能は1.8×105Bq/Lでした。
●今後、詳細な漏えい原因を検討し、必要な対策を講じて参ります。
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【漏えい範囲】
約1m×2m×深さ約1mm

【漏えい⽔の分析結果】
全ベータ 1.8×105Bq/L
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